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イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第24回 ピアチェヴォーレ コンサート
ギロック：シャンペン・トッカータ（2台ピアノ 8手連弾）　ほか 30㈯ 18:30 一般 ￥1000 ピアチェヴォーレ

090（2509）7756【山口】※小学生未満無料　※全席自由

西南女学院高等学校音楽部OG会　ジョイントコンサート 31㈰ 14:00
無　料 西南女学院高等学校音楽部OG会

090（7384）7090【持橋】※対象：小学生以上 
※全席自由　※要整理券

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

海峡寄席
出演：噺の会じゅげむ小倉出張所 3㈰ 14:00～

15:30 無　料 関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700バナナのたたき売り 3㈰ 13:00 無　料15:00

１
階
１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『こんしん行脚展　～あのね！母さん…～』 7㈭～13㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

『海の日写真展』 16㈯～31㈰ 無　料

『海の日絵画展』 7/23㈯～8/7㈰ 無　料

１・
２
階

２
階
１
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ 2㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

丘伸子歌謡教室発表会
カラオケ発表会 3㈰ 10:30 無　料 丘伸子歌謡教室

080（6306）3680
門司市民会館まつり　第5回門司カラオケフェスタ
会館職員が趣向を凝らした手作りの舞台で約120名の方が熱唱します。 24㈰ 9:30 無　料 門司カラオケフェスタ実行委員会

093（321）2907

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

平和を願う…戦争映画資料展
戦争を知らない世代の人達にも平和の尊さが伝わる企画展です。約150点展示します。 7/8㈮～8/31㈬ 無　料 松永文庫

093（331）8013
マンスリージャズ
出演：D-type Jazz Orchestra 10㈰ 14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

15:00
マンスリーシアター
上映：男はつらいよ第5作～望郷編～ 24㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ひとり芝居「ピアフの妹」
出演：芝居屋企画　玄海 椿 8㈮ 14:00

￥500
（菓子・コーヒー付）

北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第40回 北九州少年少女合唱祭 3㈰ 13:00 無　料
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：ファッションデザイナー　コシノ ヒロコ氏 9㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州童謡・唱歌かたりべの会　第27回定期演奏会 10㈰ 13:30 一般自由席￥1000
高校生以下￥ 500

北九州童謡・唱歌かたりべの会
093（652）6241【天川】

大
ホ
ー
ル

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

月

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「新小文字病院前・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

かがやけ！第14回えがおの輪ワンコインコンサート 2㈯ 13:00
12:00開場

13:00
12:45開場

一般 ￥500 百瀬ミュージックボランティアグループ
093（962）7977※6歳未満無料

北九州子ども劇場　7月低学年部・高学年部合同例会 
「ピアニカの魔術師」（日本サロンコンサート協会） 10㈰ 15:00 会　費 北九州子ども劇場

093（884）383418:30 ※子ども劇場会員でない方はお問合せください

夢をいつまでも 18㈪㈷
14:00 SS席 ￥8640

S席 ￥7560 ㈱夢グループ
0570（064）72417:30 ※対象：3歳以上

福岡インターナショナルバレエフェスティバル「ガラコンサート」 28㈭ 19:00
SS席 ￥12000　Ｓ席 ￥10000
Ａ席 ￥ 8000　Ｂ席 ￥ 6000

Ｃ席 ￥ 4000 
エムアンドエム
092（751）8257

※対象：小学生以上

北九州芸術劇場プロデュース／市民参加企画 
合唱物語 「わたしの青い鳥2016」 
メーテルリンクの不朽の名作にオリジナルの詞と曲をつけた合唱物語

10㈰ 15:00
大人 ￥1500

子ども（中学生以下） ￥1000
マタニティ割引 ￥1000 北九州芸術劇場

093（562）2655※対象：3歳以上

ラッパ屋 第42回公演 「筋書ナシコ」 
個人も社会もビジョンの見えない時代に「人生の筋書き」を求める人々の物語 17㈰ 13:00

一般 ￥4000
高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上

※要整理券

北九州市民劇場7月例会　劇団銅鑼「はい、奥田製作所。」

21㈭ 18:30
会　費

※対象：小学生以上
※市民劇場会員でない方はお問合せください

北九州市民劇場
093（541）0075

22㈮～24㈰ 13:30
25㈪ 18:30

26㈫～27㈬ 13:30
28㈭ 12:00

第3回　一夢会　Ballet  Studio 発表会 31㈰ 14:30 無　料 一夢会　Ballet Studio
080（5247）4876【畑】

大人も一緒に 子どもたちの劇場シリーズ2016-海外編- 
黄色いくつしたの夢　"The Dream of a Yellow Sock" 
黄色いくつしたが見る夢は、自由な世界！ From セルビア・スウェーデン

16㈯～
17㈰

大人 ￥2500
子ども（高校生以下） ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

東京マハロ
050（3786）9086

※対象：2歳以上　※2歳未満膝上観覧無料
※「ア・マノ」との2演目セット券あり（劇場にて前売のみ取扱）

女子穴 －この国の穴を喜びで埋めよう。－
22㈮ 18:00
23㈯ 13:00/18:00
24㈰ 13:00

一般 ￥4500
※対象：小学生以上
※当日￥300増　※開場は開演の45分前

大人も一緒に 子どもたちの劇場シリーズ2016-海外編- ア・マノ　"A Mano/By Hand" 
粘土のキャラクターたちの、小さな恋と失敗の物語。 From スペイン

16㈯ 15:00 大人 ￥2500
子ども（高校生以下） ￥1000

北九州芸術劇場
093（562）2655

17㈰
11:00
15:00 ※対象：4歳以上　※開場は開演の15分前

※「黄色いくつしたの夢」との2演目セット券あり（劇場にて前売のみ取扱）

大
ホ
ー
ル

中
劇
場

小
劇
場

創
造
工
房

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第14回 九州電力北九州OB作品展
絵画・書道・陶芸作品・工芸品・手芸・写真・彫刻 6㈬～12㈫ 無　料 九州電力北九州OB会

093（980）5560

北九州写真協会展　写真 13㈬～19㈫
10:00～18:00 無　料 北九州写真協会

093（371）4688

人物を描く会展　絵画 20㈬～26㈫ 無　料 人物を描く会
093（551）6351

第11回 こどもたちと創る北九州の未来～ひまわりを咲かせよう絵画展～ 絵画 7/27㈬～8/2㈫ 無　料 ひまわりアートプロジェクト実行委員会
093（622）8687

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
北九州市の若い芸術家を育む会  
パドロニーニ 20周年記念コンサート
大西ゆか[ソプラノ]　党 主税[バリトン]　中川直子[ヴァイオリン]　ほか

3㈰ 14:00
一般 ￥1000
（ドリンク付き）

北九州市の若い芸術家を育む会
パドロニーニ

090（1164）5818【田中】 ※全席自由

後藤ピアノ教室発表会 10㈰ 12:00 無　料 フロインデ
080（5540）5754【後藤】 ※全席自由

ピアノ発表会 18㈪㈷ 13:00 無　料 コスモスの会
093（741）6750【古賀】 ※全席自由

ワンコインコンサートシリーズvol.4  
津野田 圭[ハープ]　天空の音色～ハープの調べ～
フォーレ：即興曲、ドビュッシー：アラベスク第1番 ほか

20㈬ 11:45 一般 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上　※全席指定

カワイ音楽発表会 22㈮～
24㈰

無　料 河合楽器
093（521）5453【佐野】※全席自由

ワンコインコンサートシリーズvol.5  
瀧村依里[ヴァイオリン]　～ヴァイオリン、世界をめぐる万華鏡～
クライスラー：中国の太鼓op.3、ドヴォルジャーク：ユーモレスクop.101-7　ほか

27㈬ 11:45 一般 ￥500 （公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：3歳以上　※全席指定

お問合せ
ください

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　　093（562）2655　　　公演によって異なります
　「西小倉駅」徒歩3分　　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　　　年末年始

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。15 かるかる 2016.July

小倉
北

□所 □℡
□休

□時北九州芸術劇場

　北九州芸術劇場は平成28年度中に中劇場修繕工事を計画しております。 （予定工事期間：平成29年2月1日から平成29年3月12日）　〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉 
■北九州芸術劇場修繕工事のお知らせ

小倉
北

　小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5F　　　093（562）2520
　10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
　「小倉駅」徒歩10分　　「西小倉駅」徒歩3分　　年末年始

□所
□時

□休

□℡□℡北九州芸術劇場

市民ギャラリー

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

月



イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第24回 ピアチェヴォーレ コンサート
ギロック：シャンペン・トッカータ（2台ピアノ 8手連弾）　ほか 30㈯ 18:30 一般 ￥1000 ピアチェヴォーレ

090（2509）7756【山口】※小学生未満無料　※全席自由

西南女学院高等学校音楽部OG会　ジョイントコンサート 31㈰ 14:00
無　料 西南女学院高等学校音楽部OG会

090（7384）7090【持橋】※対象：小学生以上 
※全席自由　※要整理券

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

海峡寄席
出演：噺の会じゅげむ小倉出張所 3㈰ 14:00～

15:30 無　料 関門海峡ミュージアム
（海峡ドラマシップ）

093（331）6700バナナのたたき売り 3㈰ 13:00 無　料15:00

１
階
１
階

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

『こんしん行脚展　～あのね！母さん…～』 7㈭～13㈬ 無　料
門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

『海の日写真展』 16㈯～31㈰ 無　料

『海の日絵画展』 7/23㈯～8/7㈰ 無　料

１・
２
階

２
階
１
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデュオ 2㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料金必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

丘伸子歌謡教室発表会
カラオケ発表会 3㈰ 10:30 無　料 丘伸子歌謡教室

080（6306）3680
門司市民会館まつり　第5回門司カラオケフェスタ
会館職員が趣向を凝らした手作りの舞台で約120名の方が熱唱します。 24㈰ 9:30 無　料 門司カラオケフェスタ実行委員会

093（321）2907

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

平和を願う…戦争映画資料展
戦争を知らない世代の人達にも平和の尊さが伝わる企画展です。約150点展示します。 7/8㈮～8/31㈬ 無　料 松永文庫

093（331）8013
マンスリージャズ
出演：D-type Jazz Orchestra 10㈰ 14:00 無　料 門司港レトロ

総合インフォメーション
093（321）4151

15:00
マンスリーシアター
上映：男はつらいよ第5作～望郷編～ 24㈰ 14:00～

16:00 無　料

１
階

松
永
文
庫

２
階

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ひとり芝居「ピアフの妹」
出演：芝居屋企画　玄海 椿 8㈮ 14:00

￥500
（菓子・コーヒー付）

北九州市立東部勤労婦人センター
（レディスもじ）
093（371）4649※対象：小学生以上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第40回 北九州少年少女合唱祭 3㈰ 13:00 無　料
（公財）北九州市芸術文化振興財団

音楽事業課
093（663）6661

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：ファッションデザイナー　コシノ ヒロコ氏 9㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州童謡・唱歌かたりべの会　第27回定期演奏会 10㈰ 13:30 一般自由席￥1000
高校生以下￥ 500

北九州童謡・唱歌かたりべの会
093（652）6241【天川】

大
ホ
ー
ル

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 14

門司港レトロ展望室 □休
□所　門司区東港町1-32　　 093（321）4151　　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回

□℡ □時門司

門司市民会館 □休
□所　門司区老松町3-2　　 093（321）2907　　 9:00～22:00
　「門司港駅」徒歩13分　 「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時門司

旧門司税関 □休
□所　門司区東港町1-24　　 093（321）4151　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩3分　　なし　

□℡ □時門司

八幡
東 北九州市立響ホール 　八幡東区平野1-1-1　　　093（662）4010　　「八幡駅」徒歩15分　　「八幡駅入口第一」徒歩10分　

　「国際村交流センター」徒歩3分　　　年末年始、隔月1回（不定休）　　240台（有料）
□所

□休 □Ｐ
□℡

月

旧大連航路上屋 □休
□所　門司区西海岸1-3-5　　 093（322）5020　　9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年４回　

□℡ □時門司

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） □休
□所　門司区西海岸1-3-3　　 093（331）6700　　 9:00～17:00
　「門司港駅」徒歩5分　　年５回　

□℡ □時門司

　門司区下馬寄6-8　　093(371)4649　　9:00～21:00、日曜日は17:00まで
　「門司駅」徒歩15分　　「新小文字病院前・社ノ木２丁目」徒歩3分　　月曜日、祝日、年末年始北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ） □休
□所 □℡ □時門司

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クラシック・レコードコンサート
ドヴォルザーク作曲　交響曲　第9番「新世界より」　他 17㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　邦画　「六月燈の三姉妹」　（2013年）

出演：吹石一恵 他 23㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ムーブフェスタ2016　市民企画事業
公募による約100の市民団体が歌やダンスの発表、映画上映などを予定

2㈯～
23㈯

お問合せ
ください お問合せください

ムーブフェスタ2016実行委員会
北九州市立男女共同参画センター・ムーブ

093（583）3939

ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

20世紀初頭のパリを席巻した、アマン=ジャン、マルタン、ル・シダネルらの作品約80点を展示。 6/4㈯～7/18㈪㈷

一般 ￥1000
高大生 ￥ 700
小中生 ￥ 500

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥500　小中生￥400

もうひとつの輝き　最後の印象派　1900-20’s Paris

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

「宮西達也ワンダーランド展　ヘンテコリンな絵本の仲間たち」
絵本作家宮西達也さんの作品世界を、原画やラフスケッチなどで紹介。 7/23㈯～9/19㈪㈷

大人 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

「宮西達也ワンダーランド展」ギャラリートーク＆ライブペインティング
宮西達也さんが、展示作品紹介とライブペインティングを行います。 23㈯ 10:30～

11:15 企画展入場料が必要

宮西達也さん講演会「にゃーごのやさしさ・ティラノのおもいやり」
宮西達也さんが作品に込めた思いを話す親子で楽しめる講演会。 24㈰ 10:00～

11:00
無　料

※要申込（往復はがき1通につき
2名まで、15㈮必着、定員50名）

「宮西達也ワンダーランド展」ティラノサウルスがやってくる！
ティラノサウルスが展覧会会場に登場。 写真撮影可。 30㈯ 11:00～12:00

14:00～15:00 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展　「世界文学と清張文学」 1/16㈯～8/31㈬
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

穴吹哲二郎　油絵展 13㈬～19㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521バルセロナの美の天才　ジョアン・ミロ版画展 20㈬～26㈫ 無　料

えもときよひこ　木版の世界 6/29㈬～7/5㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

佐藤勝彦の世界展 13㈬～19㈫ 無　料

劉耀宗　夢幻の桂林山水画展 20㈬～26㈫ 無　料

英一郎　製磁展 7/27㈬～8/2㈫ 無　料

新
館
７
階

大
画
廊

新
館
７
階
小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 6㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 20㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
 北九州市のおかげで

北九州市にゆかりのあるメンバーで彩る写真展。撮影機材も多種多様。 開催中～24㈰
一般 ￥350

中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

月

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 　□休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北
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障

障

障
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会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

綾小路きみまろ笑撃ライブ2016 13㈬ 14:00
Ｓ席 ￥5500
Ａ席 ￥5000 ㈱鈴木企画

092（285）4864
※全席指定

さだまさしコンサートツアー2016 月の歌 16㈯ 17:00 全席指定 ￥8640 キョードー西日本
092（714）0159

2016 第29回 無法松まつり
ゲスト：三笠優子 17㈰ 10:30 全席自由 ￥2000 北九州選抜歌謡祭実行委員会

093（671）7636

2016 CPC CUP 18㈪㈷ 11:00 全席自由 ￥1500 ㈱シーピーシー
0930（25）6144

Trignal Live Tour 2016 23㈯ 19:00 全席指定 ￥8100 ㈱BEA
092（712）4221

平成28年度 北九州吹奏楽コンクール 30㈯～
31㈰ 10:00

一般自由席 ￥1300
学生（小学生以上） ￥1000 北九州吹奏楽連盟事務局

090（1340）5364【�谷】
※当日￥200増

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏休みこどもシアター「かいじゅうたちのいるところ」 24㈰ 10:30
10:00開場

無　料 （公財）西日本産業貿易コンベンション協会
093（511）6800※定員先着500名

メ
イ
ン
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

デビュー30周年記念 さくらももこの世界展
「ちびまる子ちゃん」の作者さくらももこのデビュー30周年を記念する展覧会 7/16㈯～9/4㈰

一般 ￥800
中高生 ￥400

〔常設展セット券〕 
一般￥1000　中高生￥500

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

※小学生以下無料

 北九州漫画家列伝　神江里見
今年2月に急逝された北九州ゆかりの作家・神江里見を特集。 5/14㈯～7/22㈮ 無　料

常設展入場料が必要

海峡漫画合戦　～九州支部　田代しんたろう～
日本漫画家協会の九州支部と中国支部に所属する作家のミニ個展シリーズ。 6/11㈯～8/19㈮ 無　料

常設展入場料が必要

 

漫画スクール 
テーマ①動物の描き方（ゆるキャラやモンスターの作り方）　 
　　　②夏休みに漫画を描こう（4コマ漫画や短編漫画の作り方）
毎回のテーマにあわせて、プロの道具で漫画を描こう！

3㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

31㈰ ※対象：小学3年生以上
※要事前申込（定員先着20名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

10㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

23㈯ ※途中からの参加可能

イラストレーター・谷口富の似顔絵ワークショップ
特徴をとらえたデフォルメなど、似顔絵を描くコツを習おう！ 30㈯ 14:00～

16:30

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学5年生以上
※要事前申込（定員先着20名）

木版画家・山福朱実のワークショップ
版下作成から刷りまで、木版画の魅力を体験！初心者でも参加できます。 18㈪㈷ 14:00～

17:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学生以上
※要事前申込（定員先着20名）

企
画
展
示
室

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

常
設
展
示

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

小倉城自焼150年　小笠原家と開善寺
豊長戦争の際、小笠原氏の陣となった開善寺の歴史と文物を紹介。 7/9㈯～9/4㈰

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

一般 ￥300
中高生 ￥150
小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747展示解説

当館学芸員によるギャラリートークです。 16㈯ 14:00

納涼茶会
恒例の夏のお茶会です。 3㈰ 9:00 一般 ￥1500

小中学生 ￥ 700

企
画
展
示
室

和
室
立
礼
席

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映　「七夕ものがたり」「10匹のかえる」 10㈰ 14:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

たなばたまつり
テレビ局アナウンサーによる絵本コンサート、絵本の読み聞かせ、七夕飾り作り 3㈰ 10:00 無　料

てあとる☆もんど＆劇団「笑夢優花」合同演劇公演
合同演劇公演　演目：「世にもおかしな『西遊記』　～うっそ～ん！ごくうの大冒険～」 18㈪㈷ 14:00 無　料

図
書
室

児
童
劇
場

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。13 かるかる 2016.July

北九州市漫画ミュージアム小倉
北 □休

□所　小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　　093（512）5077　　11:00～19:00（夏休み期間は～20:00、入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩2分　　火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、ただし夏休み期間は無休

□℡ □時

北九州市立小倉城庭園 □所　小倉北区城内1-2　　 093（582）2747　　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし　

□℡ □時
□休

小倉
北

アルモニーサンク 北九州ソレイユホール
（旧九州厚生年金会館）

小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町12-3　　 093（592）5405　　公演によって異なります
　「小倉駅」徒歩30分　　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　年末年始、毎月1回（不定休）　　80台（有料）

□℡ □時

□所　小倉北区下到津4-3-2　　 093(592)4152　　 9:00～17:00
　「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　　20台

□℡ □時北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） □休 □Ｐ
小倉
北

月

小倉
北 北九州国際会議場 　小倉北区浅野3-9-30　　093(541)5931　　9:00～22:00（変動あり）

　「小倉駅」徒歩10分　　年末年始□休
□所 □℡ □時

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

障

障

障

障

障

障

障

障

障

完 売



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

クラシック・レコードコンサート
ドヴォルザーク作曲　交響曲　第9番「新世界より」　他 17㈰ 14:00 無　料

（先着50名） 北九州市立視聴覚センター
093（561）3131週末映画会　邦画　「六月燈の三姉妹」　（2013年）

出演：吹石一恵 他 23㈯ 14:00 無　料
（先着50名）

ス
タ
ジ
オ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ムーブフェスタ2016　市民企画事業
公募による約100の市民団体が歌やダンスの発表、映画上映などを予定

2㈯～
23㈯

お問合せ
ください お問合せください

ムーブフェスタ2016実行委員会
北九州市立男女共同参画センター・ムーブ

093（583）3939

ホ
ー
ル

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

20世紀初頭のパリを席巻した、アマン=ジャン、マルタン、ル・シダネルらの作品約80点を展示。 6/4㈯～7/18㈪㈷

一般 ￥1000
高大生 ￥ 700
小中生 ￥ 500

北九州市立美術館分館
093（562）3215

※前売及び20名以上の団体料金 
一般￥800　高大生￥500　小中生￥400

もうひとつの輝き　最後の印象派　1900-20’s Paris

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

「宮西達也ワンダーランド展　ヘンテコリンな絵本の仲間たち」
絵本作家宮西達也さんの作品世界を、原画やラフスケッチなどで紹介。 7/23㈯～9/19㈪㈷

大人 ￥500
中高生 ￥200
小学生 ￥100

北九州市立文学館
093（571）1505

「宮西達也ワンダーランド展」ギャラリートーク＆ライブペインティング
宮西達也さんが、展示作品紹介とライブペインティングを行います。 23㈯ 10:30～

11:15 企画展入場料が必要

宮西達也さん講演会「にゃーごのやさしさ・ティラノのおもいやり」
宮西達也さんが作品に込めた思いを話す親子で楽しめる講演会。 24㈰ 10:00～

11:00
無　料

※要申込（往復はがき1通につき
2名まで、15㈮必着、定員50名）

「宮西達也ワンダーランド展」ティラノサウルスがやってくる！
ティラノサウルスが展覧会会場に登場。 写真撮影可。 30㈯ 11:00～12:00

14:00～15:00 無　料

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

特別企画展　「世界文学と清張文学」 1/16㈯～8/31㈬
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500
中高生 ￥300
小学生 ￥200

松本清張記念館
093（582）2761

企
画
展
示
室

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

穴吹哲二郎　油絵展 13㈬～19㈫ 無　料 小倉井筒屋  大画廊
093（522）2521バルセロナの美の天才　ジョアン・ミロ版画展 20㈬～26㈫ 無　料

えもときよひこ　木版の世界 6/29㈬～7/5㈫ 無　料

小倉井筒屋  小画廊
093（522）2521

佐藤勝彦の世界展 13㈬～19㈫ 無　料

劉耀宗　夢幻の桂林山水画展 20㈬～26㈫ 無　料

英一郎　製磁展 7/27㈬～8/2㈫ 無　料

新
館
７
階

大
画
廊

新
館
７
階
小
画
廊

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 6㈬ 14:00 無　料 水環境館

093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 20㈬ 14:00 無　料

多
目
的
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
 北九州市のおかげで

北九州市にゆかりのあるメンバーで彩る写真展。撮影機材も多種多様。 開催中～24㈰
一般 ￥350

中高生 ￥200
小学生 ￥100

小倉城
093（561）1210

天
守
閣
４
階

市
民
の
大
広
間

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 12

小倉井筒屋 □休
□所　小倉北区船場町1-1　　 093（522）3111㈹　　10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
　「小倉駅」徒歩7分　　不定休

□℡ □時小倉
北

小倉城 □所　小倉北区城内2-1　　 093(561)1210　　 9:00～18:00（4月～10月)入館は閉館の30分前まで
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　なし

□℡ □時
□休

小倉
北

北九州市立松本清張記念館 □休
□所　小倉北区城内2-3　　 093（582）2761　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分　　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　　年末

□℡ □時小倉
北

北九州市立美術館分館 □休 □Ｐ
□所　小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　　 093（562）3215　　10:00～18:00（入館は閉館30分前まで）
　「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　　会期中無休　　有料

□℡ □時小倉
北

□休
□所　小倉北区船場町1-2　　 093（551）3011　　 10:00～19:00
　「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　　年末年始

□℡ □時水環境館小倉
北

月

北九州市立男女共同参画センター・ムーブ小倉
北

□休 □Ｐ

□所　小倉北区大手町11-4　　 093（583）3939　　 9:30～21:30
　「西小倉駅」徒歩15分　　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
　所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　　有料

□℡ □時

北九州市立視聴覚センター □休
□所　小倉北区城内4-1　　 093（561）3131　　 9:30～18:00
　「西小倉駅」徒歩10分　　「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

北九州市立文学館 　□休
□所　小倉北区城内4-1　　 093(571)1505　　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
　「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　　「北九州市役所前」徒歩2分　　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
北

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

障

障

障

障

障



会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ発表会 31㈰ 13:30 無　料 090（7456）7127【田中】
こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

植田莫　種田山頭火と歩く 5㈫～10㈰ 無　料

夏のこっとう展 12㈫～17㈰ 無　料

曹玉岸　「旅日」墨彩画展 19㈫～24㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カナエール福岡2016　夢スピーチコンテスト 3㈰ 13:00 ￥3000 カナエール福岡実行委員会
092（791）4371

大野雄二＆ルパンティックシックス　ルパンジャズライブ 9㈯ 17:00
一般 ￥4500　友の会 ￥4000

大学生以下 ￥3000
ペア券（一般2枚） ￥8000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

※当日各￥500増

鼓童　ワン・アース・ツアー2016　混沌 10㈰ 17:00
一般 ￥5000

U－25 ￥2500
（学生問わず25歳以下、要証明）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上

第26回グレンツェンピアノコンクール北九州予選 31㈰ 10:30 無　料 グレンツェンピアノ研究会
0995（22）4158

茶の湯文化にふれる市民講座 3㈰ 10:30 無　料
（呈茶券 ￥500　学生 ￥300）

一般財団法人表千家同門会
福岡県支部北九州地区

092（711）1603

夏のリトルコンサート 18㈪㈷ 13:30 無　料 ひまわりの会
093（631）9431

美穂バイオリン教室発表会

エーデルトリオコンサート

24㈰ 13:30 無　料 美穂バイオリン教室
090（8411）8655

29㈮ 19:00 ￥3000 093（742）4080【二葉】

第59回西日本吟詠大会　北九州・筑豊地区大会 31㈰ 10:00 無　料 ㈱西日本新聞イベントサービス
092（711）5491

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第36回九州全展　洋画・日本画・水彩・染色 6/28㈫
～7/3㈰

9:30～
19:00

無　料 全日本美術協会
093（691）6202【末廣】※3㈰は17:00まで

「親しむ書」作品展　書 4㈪～
10㈰

10:00～
18:00

無　料 清和会
093（651）5205【下山】※4㈪は12:00から、10㈰は16:00まで

第56回入木公募展　書 12㈫～
14㈭

10:00～
17:00

無　料 書教育振興会
093（921）1354【有元】※14㈭は16:00まで

書遊クラブ生徒会員作品展　書 16㈯～
17㈰

9:00～
18:00

無　料 書遊クラブ
093（691）5143【中野】※17㈰は16:00まで

平成28年度高文連北九州地区高校書道展　書 25㈪～
31㈰

9:30～
17:00

無　料 福岡県高文連書道部門北九州支部
093（691）3561【安川】※25㈪は13:00から

第17回西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩」教室総合展　水彩画 18㈪㈷
～24㈰

9:30～
18:00

無　料 西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩」教室
090（1926）6738【大川】※18㈪㈷は11:00から、24㈰は17:00まで

日本の美　－やまとのこころ－　書・表装 18㈪㈷～24㈰ 無　料 彩静庵
080（5249）1569【石田】※18㈪㈷は12:00から、24㈰は16:00まで

※対象：小学生以上
※未就学児は親子観覧席あり

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歌謡フェスティバル　 10㈰ 10:00 無　料 九州歌謡連盟本部　カラオケ大将
093（671）7636【山田】

第58回　戸畑祇園ばやし研究競演会　 17㈰ 14:00 無　料 戸畑区役所総務企画課
093（871）1501（内線264）【山下】

北九州・下関大学合唱連盟　35周年記念演奏会 18㈪㈷ 14:00
￥500 北九州・下関大合唱連盟

080（2705）4896【樋口】

大
ホ
ー
ル

Music Special Day　～エレクトーンで広がる世界～ 23㈯ 16:30
ペア ￥5000（税別）

シングル ￥3000（税別）
ジュニア（3歳～小学生） ￥1500（税別）

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【長畑】

※当日各￥500（税別）増

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

月

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡

西

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カラオケ合同発表会 17㈰ 9:30 無　料 西日本カラオケ連合
093（962）1298【須藤】

大
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第23回　夏の高原　平尾台ピクニックコンサート
平尾台の大自然と一緒に美しい音色を楽しんでみてはいかがですか。 30㈯

17:00～
20:00

開場16:00

大人 ￥2500
小～大学生 ￥1000

親子 ￥3000
小倉南区役所コミュニティ支援課
093（951）4111（内線258）

※当日￥500増

高
原
音
楽
堂

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

第8回若松美術協会　会員作品展　洋画 3㈰～
10㈰ 10:00 無　料 若松美術協会

093（791）4905【藤田】
美
術
展
示
室

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ゴードン・マッタ＝クラーク展1
詳細はお問合せください。

5/30㈪～7/22㈮ 
（日祝休み）

無　料 現代美術センターCCA北九州
093（695）3691※土曜日は12:00から

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ふれる・あそぶ・まなぶ～　いっしょに楽しむデジタルワンダーランド PartⅠ 7/23㈯～9/4㈰
大人 ￥500

小中学生 ￥250 北九州イノベーションギャラリー
093（663）5411

※対象：3歳以上　※小学生未満無料

企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

夏の特別展「恐竜博2016」
史上最大の肉食恐竜スピノサウルスの最新研究による全身骨格の日本初公開。 7/9㈯～9/4㈰

大人 ￥900　高大生 ￥600
小中生 ￥400

いのちのたび博物館
093（681）1011

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

夏の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
照明を落とした夜の博物館を探検しよう！

大人 ￥900　高大生 ￥600
小学生 ￥400

※小学生以下は保護者の参加が必要
※セブンチケットのみ取扱

歴史講演会「土井ヶ浜遺跡の弥生人－人骨が解き明かす日本人の起源－」
講師：土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム　高椋 浩史氏 9㈯ 13:30

8/10㈬

21㈭
18:30

資料代 ￥800
※小学生以下は保護者の参加が必要

ジオハイキング「生きた化石、カブトガニの不思議」
曽根干潟に生息している生きた化石カブトガニの謎にせまります。 23㈯ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

夏休み教室「権現山の昆虫観察会」
権現山の昆虫を観察します。 23㈯ 10:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

野外観察会「都市林のモニタリング型植物観察会～夏の部」
花の丘の夏の植物を観察し、5年前の観察結果と比べます。 24㈰ 10:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要申込（小学生は保護者の参加が必要）

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

サイエンスショー
「花火を化学してみよう」 3㈰ 14:30～

15:20 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

 宇宙（そら）ガール・宇宙（そら）ボーイ天文講座
「夕刻の土星と火星を見つけよう」についての講演と解説。 24㈰ 10:00～

12:00
無　料

※対象：小学生以上　※小学3年生以下は保護者同伴 
※先着60名、9㈯から電話受付開始

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、惑星と夏の星空を望遠鏡で観察。

23㈯ 19:30～
21:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

30㈯ ※中学生以下は保護者同伴　※先着100名、23㈯は
16㈯から、30㈯は23㈯から電話受付開始

会
議
室
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

大
集
会
室

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

七夕おたのしみ会
短冊に願いを書き、笹の葉に飾ります。その他アニメや歌など。 2㈯ 13:00～

14:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555「ぷりんの一座」ふくわじゅつ・ライブショー

腹話術やマジック、パネルシアターなど楽しい笑いのパフォーマンスです。 9㈯ 13:00 無　料15:00

プ
レ
イ

ル
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

ひ
ろ
ば

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。11 かるかる 2016.July

□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-4-1　　 093（681）1011　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩1分
　年末年始、6月下旬頃（約1週間）　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時

北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館）八幡
東

北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター )
□休 □Ｐ

□所　八幡東区東田2-2-11　　093（663)5411　　平日9:00～19:00、土・日・祝日・月（夏休み期間）17:00まで（入館は閉館30分前まで）
　「スペースワールド駅」徒歩5分　　「いのちのたび博物館」徒歩3分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、夏休み期間中は無休　　大型30台、普通300台（有料）　

□℡ □時
八幡
東

現代美術センター CCA北九州 □所　若松区ひびきの2-5  学術研究都市　　093（695）3691　　10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
　市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　　年末年始□休

□℡ □時若松

□休
□所　八幡東区桃園3-1-5　　 093（671）4566　　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
　「市立児童文化科学館前」徒歩5分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時北九州市立児童文化科学館八幡
東

若松市民会館 □休 □Ｐ
□所　若松区本町3-13-1　　093（771）8131　　9:00～22:00
　「若松駅」徒歩1分　 「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　　年末年始　　110台（共用）　

□℡ □時若松

月

小倉南生涯学習センター □休
□所　小倉南区若園5-1-5　　 093（931）1286　　9:00～22:00　　「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
　（モノレール）「北方駅」徒歩12分　　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時小倉
南

平尾台自然の郷 □休
□所　小倉南区平尾台1-1-1　　 093(452)2715　　 9:00～17:00（祝日、夏休み期間中は18:00まで）　「小倉南IC」約20分
　「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　　「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　　火曜日（祝日の場合は翌日休園）

□℡ □時小倉
南

□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　　 093(642)5555　　 10:00～19:00
　「黒崎駅」徒歩1分　　「黒崎バスセンター」徒歩1分　　7/6㈬、20㈬□休

□℡ □時北九州市立子どもの館八幡
西
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会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ピアノ発表会 31㈰ 13:30 無　料 090（7456）7127【田中】
こ
や
の
せ
座

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

植田莫　種田山頭火と歩く 5㈫～10㈰ 無　料

夏のこっとう展 12㈫～17㈰ 無　料

曹玉岸　「旅日」墨彩画展 19㈫～24㈰ 無　料

６
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

カナエール福岡2016　夢スピーチコンテスト 3㈰ 13:00 ￥3000 カナエール福岡実行委員会
092（791）4371

大野雄二＆ルパンティックシックス　ルパンジャズライブ 9㈯ 17:00
一般 ￥4500　友の会 ￥4000

大学生以下 ￥3000
ペア券（一般2枚） ￥8000

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

※当日各￥500増

鼓童　ワン・アース・ツアー2016　混沌 10㈰ 17:00
一般 ￥5000

U－25 ￥2500
（学生問わず25歳以下、要証明）

（公財）北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661※対象：小学生以上

第26回グレンツェンピアノコンクール北九州予選 31㈰ 10:30 無　料 グレンツェンピアノ研究会
0995（22）4158

茶の湯文化にふれる市民講座 3㈰ 10:30 無　料
（呈茶券 ￥500　学生 ￥300）

一般財団法人表千家同門会
福岡県支部北九州地区

092（711）1603

夏のリトルコンサート 18㈪㈷ 13:30 無　料 ひまわりの会
093（631）9431

美穂バイオリン教室発表会

エーデルトリオコンサート

24㈰ 13:30 無　料 美穂バイオリン教室
090（8411）8655

29㈮ 19:00 ￥3000 093（742）4080【二葉】

第59回西日本吟詠大会　北九州・筑豊地区大会 31㈰ 10:00 無　料 ㈱西日本新聞イベントサービス
092（711）5491

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

第36回九州全展　洋画・日本画・水彩・染色 6/28㈫
～7/3㈰

9:30～
19:00

無　料 全日本美術協会
093（691）6202【末廣】※3㈰は17:00まで

「親しむ書」作品展　書 4㈪～
10㈰

10:00～
18:00

無　料 清和会
093（651）5205【下山】※4㈪は12:00から、10㈰は16:00まで

第56回入木公募展　書 12㈫～
14㈭

10:00～
17:00

無　料 書教育振興会
093（921）1354【有元】※14㈭は16:00まで

書遊クラブ生徒会員作品展　書 16㈯～
17㈰

9:00～
18:00

無　料 書遊クラブ
093（691）5143【中野】※17㈰は16:00まで

平成28年度高文連北九州地区高校書道展　書 25㈪～
31㈰

9:30～
17:00

無　料 福岡県高文連書道部門北九州支部
093（691）3561【安川】※25㈪は13:00から

第17回西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩」教室総合展　水彩画 18㈪㈷
～24㈰

9:30～
18:00

無　料 西川幸夫スケッチ淡彩「四季彩」教室
090（1926）6738【大川】※18㈪㈷は11:00から、24㈰は17:00まで

日本の美　－やまとのこころ－　書・表装 18㈪㈷～24㈰ 無　料 彩静庵
080（5249）1569【石田】※18㈪㈷は12:00から、24㈰は16:00まで

※対象：小学生以上
※未就学児は親子観覧席あり

全
展
示
室

展
示
室
１
展
示
室
２

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

歌謡フェスティバル　 10㈰ 10:00 無　料 九州歌謡連盟本部　カラオケ大将
093（671）7636【山田】

第58回　戸畑祇園ばやし研究競演会　 17㈰ 14:00 無　料 戸畑区役所総務企画課
093（871）1501（内線264）【山下】

北九州・下関大学合唱連盟　35周年記念演奏会 18㈪㈷ 14:00
￥500 北九州・下関大合唱連盟

080（2705）4896【樋口】

大
ホ
ー
ル

Music Special Day　～エレクトーンで広がる世界～ 23㈯ 16:30
ペア ￥5000（税別）

シングル ￥3000（税別）
ジュニア（3歳～小学生） ￥1500（税別）

㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店
093（531）4342【長畑】

※当日各￥500（税別）増

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。

障 障害者手帳減免があります 10

北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー □休
□所　八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　　　093（644）5206　　 9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる
　「黒崎駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時八幡
西

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）

八幡
西

□休

□所　八幡西区岸の浦2-1-1　　 093（621）4566　　9:00～22:00
　「黒崎駅」徒歩10分　　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　　「熊手四ツ角」徒歩1分
　北九州都市高速「黒崎IC」5分　　年末年始

□℡ □時

月

□休

□所　八幡西区木屋瀬3-16-26　　　093（619）1149　　9:00～17:30　　「筑前植木駅」徒歩15分
　（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　　九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
　月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始

□℡ □時
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館八幡

西

黒崎井筒屋 □休
□所　八幡西区黒崎1-1-1　　 093（643）5111㈹　　10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
　「黒崎駅」隣接　　不定休

□℡ □時八幡
西

こども文化
パスポート
2016

こども文化
パスポート
2016



8※催しは内容など変更になる場合がございますので必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください。

■
第
７
回
湧
き
上
が
る
音
楽
祭

【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
】
８
月
６

日（
土
）、同
７
日（
日
）共
に
午
後
３

時
開
演
。
入
場
料
、
各
１
５
０
０
円
。

北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区

平
野
）。【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
】

８
月
14
日（
日
）午
後
３
時
開
演
。
日

本
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
楽
団
、
北
九

州
市
ジ
ュ
ニ
ア
O
B
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

入
場
料
、
１
５
０
０
円
。
戸
畑
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
）
。

【
独
創
企
画
演
奏
会
】
８
月
16
日

（
火
）午
後
７
時
開
演
。
入
場
料
、
一

般
２
０
０
０
円
、
大
学
生
以
下
１
０

０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。
北

九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
（
小
倉
北
区

室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６

Ｆ
）。【
室
内
楽
演
奏
会
】
８
月
19
日

（
金
）、同
20
日（
土
）、同
21
日（
日
）

各
日
共
に
午
後
７
時
開
演
。
入
場
料
、

各
１
０
０
０
円
。
戸
畑
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル※

各
公
演
と
も
開
場
時
間
は

開
演
時
間
の
30
分
前
。
全
席
自
由
。     

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会

 

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
音
楽
物
語
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

＆
世
界
の
音
楽

８
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
語
り
芝
居
岩
城
朋
子
、

フ
ル
ー
ト
中
西
久
美
、
ビ
オ
ラ
森
下

香
蘭
、
ピ
ア
ノ
日
高
美
佐
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
藤
井
良
子
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
村
岡
慈
子
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無

料（
要
整
理
券
）、当
日
５
０
０
円
増
。

※

未
就
学
児
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
響
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾

石
坂
団
十
郎
チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

９
月
22
日
（
木
・
祝
）
午
後
２
時
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。ド
イ
ツ

在
住
の
チ
ェ
ロ
奏
者
石
坂
団
十
郎
の

リ
サ
イ
タ
ル
。
ピ
ア
ノ
に
児
玉
麻
里

を
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
な
ど
二
重

奏
曲
の
演
奏
。
入
場
料
、
一
般
指
定

席
３
５
０
０
円
、Ｕ-

25
指
定
席
２
０

０
０
円（
当
日
前
売
り
共
同
一
料
金
）
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

　
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

〝
エ
ッ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
〞
、

ピ
ア
ノ
講
習
会
＋
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

北
イ
タ
リ
ア
に
位
置
す
る
エ
ッ
パ
ン

へ
は
、
ミ
ラ
ノ
か
ら
ボ
ル
ツ
ァ
ノ
へ

（
ブ
ゾ
ー
ニ
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
）
、

そ
こ
か
ら
車
で
30
分
。
と
て
も
小
さ

な
町
で
す
。
な
ん
と
美
し
い
町
並
み

で
し
ょ
う
！
　
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、

青
い
空
。
そ
の
空
を
く
り
抜
い
た
よ

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『第７回湧き上がる音楽祭』チラシ

『眠れる森の美女＆世界の音楽』チラシ

石坂団十郎

う
に
浮
か
ぶ
ポ
ッ
カ
リ
雲
。
光
の
中

を
風
が
通
り
抜
け
、
鳥
が
さ
え
ず
り
、

草
が
揺
れ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
い
つ

も
と
は
異
次
元
の
美
し
さ
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が

皆
イ
タ
リ
ア
の
太
陽
に
憧
れ
る
理
由

が
理
解
で
き
ま
す
。

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
基
本
は
ホ
テ
ル

に
籠
っ
て
い
る
私
が
、
毎
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
、
せ
っ
せ
と
景
色
を

撮
り
始
め
た
の
に
は
我
な
が
ら
び
っ

く
り
。
以
前
ウ
ィ
ー
ン
を
旅
し
た
と

き
、
「
写
真
っ
て
何
の
た
め
に
撮
る

ん
か
ね
」
と
言
っ
て
、
「
思
い
出
で

し
ょ
！
」
と
友
人
を
あ
き
れ
さ
せ
た

私
が
。

　
人
は
、
い
っ
た
ん
自
分
の
中
の
感

動
の
扉
を
開
け
る
と
、
そ
れ
か
ら
は

い
ろ
ん
な
刺
激
が
心
に
入
り
や
す
く

な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

き
っ
と
感
性
に
も
働
き
か
け
て
く
る

は
ず
で
す
。
新
し
い
場
所
や
美
し
い

土
地
に
身
を
置
い
て
み
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
の
で
し
た
。
な
ん

だ
か
、
外
国
恐
怖
症
が
克
服
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
今
、
こ
れ
か
ら
は
毎

年
ど
こ
か
に
出
か
け
て
み
よ
う
か
し

ら
と
画
策
中
で
す
。

町
の
美
し
さ
に
触
発
さ
れ
て

　

「CulCul・かるかる」の掲載記事がホームページとアプリで楽しめるようになりました

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Store（iOS）とPlayストア（Android）の
アプリから「CulCul」で検索!!

か 

ら
ん

り
ょ
う
こ

ち
か
こ

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

一般社団法人　日本弦楽指導者協会　北九州支部　弦楽合同演奏会 24㈰ 14:00 無　料 一般社団法人　日本弦楽指導者協会　北九州支部
090（9725）6969【濱田】

北九州市中学校演劇部合同発表会
中学生の演劇にかける情熱をどうぞご覧ください。 31㈰ お問合せ

ください 無　料 北九州市立槻田中学校
093（651）1921【善家】

バロックコンサート
ソプラノデュオとオルガンの響き　出演：鈴木美登里、中原智子、福田のぞみ 8㈮ 19:00

一般 ￥2500
学生（高校生以下） ￥1500 080（2784）8576【中原】
※当日￥500増

ピアノ発表会
午前：教室発表会　午後：合同発表会 17㈰ 10:00 無　料 ぎじゅつやさんのピアノ店

093（622）1900【松尾】

2016音の夢ピアノコンクール　鳥栖ピアノステップ　予選
子供から大人まで、ピアノが大好きな人達が日頃の練習の成果を競います。 18㈪㈷ 13:30 無　料

音の夢ピアノコンクール
鳥栖ピアノステップ実行委員会

0942（83）7062【鈴木】
NYリコリッシュアンサンブル　コンサート
国内外で活躍する女性12名によるクラリネットアンサンブル 21㈭ 18:30 一般 ￥3500

学生 ￥2000
NYリコリッシュアンサンブル

093（771）8213【大池】

ウェルカムコンサート
出演／ヴァイオリン：蒲ヶ原彩水　平野亜衣 14㈭ 12:20 ウェルとばた総合案内

093（871）7200

第6回　AMAピアノと歌と管弦のコンクール　九州山口大会
ピアノ、声楽、管弦のコンクール形の演奏です。 活躍中の演奏家に聴いてもらえます。 26㈫ お問合せ

ください
無　料 AMAピアノと歌と管弦のコンクール事務局

080（4697）2010

第37回　つぼみ会　ピアノおさらい会 31㈰ 14:00 無　料

無　料

つぼみ会　ピアノおさらい会
093（612）3339【吉田】

大
ホ
ー
ル

中
ホ
ー
ル

交
流
プ
ラ
ザ

※未就学児は親子観覧席あり
※演奏中の出入り、移動不可

9 かるかる 2016.July

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2016.7.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 805-0019 北九州市八幡東区中央 2－1－1－7F
　TEL:093（662）3012　FAX:093（662）3016　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2016年
7月号表紙イメージ

「思い出のひかり。」

※6月10日現在の情報です。
※催しは内容など変更になる場合がございます。 障害者手帳減免があります障害者手帳減免があります障

月

□休
□所　戸畑区汐井町1-6　　 093（871）7200　　 9:00～22:00
　「戸畑駅」徒歩1分　　「戸畑駅」徒歩1分　　年末年始

□℡ □時戸畑 戸畑市民会館（ウェルとばた内）

こども文化パスポート2016こども文化パスポート2016 平成28年度「こども文化パスポート事業」（期間：平成28年7月21日～8月31日）

北九州市漫画ミュージアム
北九州市立松本清張記念館
北九州イノベーションギャラリー
北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

旧大連航路上屋
北九州市立文学館
平尾台自然の郷
北九州市立子どもの館

門司港レトロ展望室
北九州市立美術館分館
北九州市立水環境館
北九州市立児童文化科学館

関門海峡ミュージアム
北九州市立小倉城庭園
小倉城
北九州市立いのちのたび博物館

夏休み期間を中心に、文化施設をはじめとするさまざまな施設に無料または一部割引で入場できるなど特典が受けられるパスポート。
子どもたちが、地域の文化・歴史・自然に接することにより豊かな心を育むとともに、親子のふれあう機会を増やすことを目的としています。北九州市
およびその他の対象地域の学校等に通っている、もしくはお住まいの３歳から中学生までに配布します。詳しい内容は、北九州市ホームページにてご
確認ください。（平成28年7月10日以降確認可能）

事業参加施設
かるかる ７月号掲載

こども文化パスポートhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/

第40回記念 北九州少年少女合唱祭 合唱の街　　北九州

3（日）

◆出演団体
　門司少年少女合唱団　　　北九州市少年少女合唱団　　　　　北九州アカデミー少年少女合唱団
　若松少年少女合唱団　　　北九州市小倉少年少女合唱団　　　北九州少年合唱隊
　中津少年少女合唱団　　　直方少年少女合唱団　　　　　　　ひびき少年少女合唱団

※16:20終演予定

13：00
（12：30開場）

7月

【主催】北九州市、(公財)北九州市芸術文化振興財団　　【主管】北九州少年少女合唱連盟

アルモニーサンク
北九州ソレイユホール
(北九州市小倉北区大手町12-3)

（公財）北九州市芸術文化振興財団 音楽事業課
〒805-0062　北九州市八幡東区平野1-1-1　響ホール内　　TEL 093-663-6661　　http://www.kicpac-music.jp/

入場
無料

歌の大好きな少年少女たちの合唱の祭典。 
北九州少年少女合唱連盟に加盟している団体が一堂に会し、心を合わせて純粋な歌声と豊かなハーモニーを披露します。



8※催しは内容など変更になる場合がございますので必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください。

■
第
７
回
湧
き
上
が
る
音
楽
祭

【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
】
８
月
６

日（
土
）、同
７
日（
日
）共
に
午
後
３

時
開
演
。
入
場
料
、
各
１
５
０
０
円
。

北
九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
（
八
幡
東
区

平
野
）。【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
】

８
月
14
日（
日
）午
後
３
時
開
演
。
日

本
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交
響
楽
団
、
北
九

州
市
ジ
ュ
ニ
ア
O
B
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

入
場
料
、
１
５
０
０
円
。
戸
畑
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
）
。

【
独
創
企
画
演
奏
会
】
８
月
16
日

（
火
）午
後
７
時
開
演
。
入
場
料
、
一

般
２
０
０
０
円
、
大
学
生
以
下
１
０

０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。
北

九
州
芸
術
劇
場
小
劇
場
（
小
倉
北
区

室
町
／
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
北
九
州
６

Ｆ
）。【
室
内
楽
演
奏
会
】
８
月
19
日

（
金
）、同
20
日（
土
）、同
21
日（
日
）

各
日
共
に
午
後
７
時
開
演
。
入
場
料
、

各
１
０
０
０
円
。
戸
畑
市
民
会
館
中

ホ
ー
ル※

各
公
演
と
も
開
場
時
間
は

開
演
時
間
の
30
分
前
。
全
席
自
由
。     

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会

 

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２

■
音
楽
物
語
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」

＆
世
界
の
音
楽

８
月
23
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん

ホ
ー
ル
中
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の

浦
）
。
出
演
は
語
り
芝
居
岩
城
朋
子
、

フ
ル
ー
ト
中
西
久
美
、
ビ
オ
ラ
森
下

香
蘭
、
ピ
ア
ノ
日
高
美
佐
、
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
藤
井
良
子
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
村
岡
慈
子
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
無

料（
要
整
理
券
）、当
日
５
０
０
円
増
。

※

未
就
学
児
入
場
不
可
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

■
響
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾

石
坂
団
十
郎
チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

９
月
22
日
（
木
・
祝
）
午
後
２
時
開

場
、
同
３
時
開
演
。
北
九
州
市
立
響

ホ
ー
ル（
八
幡
東
区
平
野
）。ド
イ
ツ

在
住
の
チ
ェ
ロ
奏
者
石
坂
団
十
郎
の

リ
サ
イ
タ
ル
。
ピ
ア
ノ
に
児
玉
麻
里

を
迎
え
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
な
ど
二
重

奏
曲
の
演
奏
。
入
場
料
、
一
般
指
定

席
３
５
０
０
円
、Ｕ-

25
指
定
席
２
０

０
０
円（
当
日
前
売
り
共
同
一
料
金
）
。

（
公
財
）
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
音
楽
事
業
課

０
９
３
（
６
６
３
）
６
６
６
１

　
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

〝
エ
ッ
パ
ン
ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー
〞
、

ピ
ア
ノ
講
習
会
＋
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

北
イ
タ
リ
ア
に
位
置
す
る
エ
ッ
パ
ン

へ
は
、
ミ
ラ
ノ
か
ら
ボ
ル
ツ
ァ
ノ
へ

（
ブ
ゾ
ー
ニ
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
）
、

そ
こ
か
ら
車
で
30
分
。
と
て
も
小
さ

な
町
で
す
。
な
ん
と
美
し
い
町
並
み

で
し
ょ
う
！
　
ア
ル
プ
ス
の
山
々
、

青
い
空
。
そ
の
空
を
く
り
抜
い
た
よ

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール
駅、レインボープラザ、北九州
芸術劇場プレイガイド・インフ
ォメーション、響ホールなど

『第７回湧き上がる音楽祭』チラシ

『眠れる森の美女＆世界の音楽』チラシ

石坂団十郎

う
に
浮
か
ぶ
ポ
ッ
カ
リ
雲
。
光
の
中

を
風
が
通
り
抜
け
、
鳥
が
さ
え
ず
り
、

草
が
揺
れ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
い
つ

も
と
は
異
次
元
の
美
し
さ
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が

皆
イ
タ
リ
ア
の
太
陽
に
憧
れ
る
理
由

が
理
解
で
き
ま
す
。

　
ど
こ
に
行
っ
て
も
基
本
は
ホ
テ
ル

に
籠
っ
て
い
る
私
が
、
毎
朝
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
、
せ
っ
せ
と
景
色
を

撮
り
始
め
た
の
に
は
我
な
が
ら
び
っ

く
り
。
以
前
ウ
ィ
ー
ン
を
旅
し
た
と

き
、
「
写
真
っ
て
何
の
た
め
に
撮
る

ん
か
ね
」
と
言
っ
て
、
「
思
い
出
で

し
ょ
！
」
と
友
人
を
あ
き
れ
さ
せ
た

私
が
。

　
人
は
、
い
っ
た
ん
自
分
の
中
の
感

動
の
扉
を
開
け
る
と
、
そ
れ
か
ら
は

い
ろ
ん
な
刺
激
が
心
に
入
り
や
す
く

な
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

き
っ
と
感
性
に
も
働
き
か
け
て
く
る

は
ず
で
す
。
新
し
い
場
所
や
美
し
い

土
地
に
身
を
置
い
て
み
る
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
の
で
し
た
。
な
ん

だ
か
、
外
国
恐
怖
症
が
克
服
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
今
、
こ
れ
か
ら
は
毎

年
ど
こ
か
に
出
か
け
て
み
よ
う
か
し

ら
と
画
策
中
で
す
。

町
の
美
し
さ
に
触
発
さ
れ
て

　

「CulCul・かるかる」の掲載記事がホームページとアプリで楽しめるようになりました

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

北九州市文化芸術メディアサイト

http://www.kitakyushu-culcul.jp
CulCul・かるかる

ホームページの閲覧とアプリのダウンロードはこちらから

App Store（iOS）とPlayストア（Android）の
アプリから「CulCul」で検索!!

か 

ら
ん

り
ょ
う
こ

ち
か
こ
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〈
開
催
報
告
〉

う
え
や
ま
と
ち
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
似
顔
絵

【
開
催
日
】
５
月
８
日
（
日
）

【
主
催
】

日
本
漫
画
家
協
会
九
州
支
部

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
協
力
】
あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

【
参
加
者
】
80
名

【
寄
付
金
】
８
万
５
１
８
７
円

【
出
演
】
井
上
信
宏
、
う
え
や
ま
と
ち
、

春
日
光
広
、
け
ら
え
い
こ
、
鈴
見
敦
、

高
木
峰
代
、
名
島
啓
二
、
畑
た
い
む
、

文
月
今
日
子
、
松
原
香
津
美
、
松
本
泰

光
、
森
下
雄
太 

﹇
五
十
音
順
・
敬
称
略
﹈

漫画と震災
～漫画家だから、できること～

漫画
hiroba

文月今日子の美麗な似顔絵

Information
【開館時間】
午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
夏休み期間：7月21日（木）～8月31日（水）
午前11時～午後8時（入館は午後7時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（夏休み期間は無休)
【常設展入館料】
一般400円（320円)　中高生200円（160円)
小学生100円（80円)　小学生未満無料
※（　　)は団体料金
※こども文化パスポート適用あり
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

うえやまとち作「クマモンパパ」

田　中　千　尋 
北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Chihiro Tanaka

似顔絵を描くうえやまとち(右)と漫画ミュージアム館長(左)
　
未
曽
有
の
災
害
に
直
面
し
た
と
き
、

皆
さ
ん
「
自
分
の
で
き
る
こ
と
」
を

必
死
で
考
え
る
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、

漫
画
に
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
被
災
地

で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
回
し
読
ま

れ
た
１
冊
の『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』。

世
の
中
が
自
粛
を
叫
ぶ
中
、
何
ら
か

の
救
い
や
助
け
合
い
が
そ
こ
に
は
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
熊
本
地
震
の
際
は
、

漫
画
家
の
森
川
ジ
ョ
ー
ジ
な
ど
が
き

っ
か
け
で
被
災
地
を
励
ま
そ
う
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
が
く
ま

モ
ン
を
描
く「
く
ま
モ
ン
頑
張
れ
絵
」

が
次
々
と
投
稿
さ
れ
た
り
、
熊
本
で

活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
「
熊

本
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
被
災
者
の
心
の
慰
め
と

な
る
よ
う
に
益
城
町
の
避
難
所
に
漫

画
文
庫
を
設
置
し
た
活
動
も
聞
こ
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
、
漫
画
家
の
方
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
と
戦
い
な
が
ら
漫

画
を
描
き
続
け
て
い
る
姿
が
東
日
本

大
震
災
後
の
作
品
や
手
記
を
通
し
て

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
よ
く

見
ら
れ
た
の
は
、
「
こ
ん
な
と
き
に

漫
画
を
描
い
て
い
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
」
「
も
っ
と
他
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
葛
藤
で
し
た
。
ど
う
し
て
も
「
娯

楽
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
漫
画
で
す
。

生
き
る
と
い
う
こ
と
に
直
結
し
な
い

も
の
を
続
け
る
こ
と
に
戸
惑
う
気
持

ち
は
あ
る
意
味
共
感
で
き
る
も
の
で

す
。
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
を
経

て
「
漫
画
家
は
描
く
し
か
な
い
」
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
方
も
少
な
か
ら

ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
去
る
５
月
８
日
に
漫
画
家
う
え
や

ま
と
ち
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
、
日

本
漫
画
家
協
会
九
州
支
部
と
北
九
州

市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
共
催
で
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
内
容
は
、
九

州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
漫
画
家
た
ち
有

志
が
お
客
さ
ま
の
似
顔
絵
を
描
き
、

そ
の
売
り
上
げ
は
中
央
共
同
募
金
会

を
通
じ
て
全
額
被
災
地
に
寄
付
す
る

と
い
う
も
の
。
４
月
の
終
わ
り
に
突

然
作
家
サ
イ
ド
か
ら
当
館
に
ご
提
案

い
た
だ
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。「
漫

画
家
に
で
き
る
こ
と
」を
ず
っ
と
考
え

て
い
た
結
果
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
当
日
は
緊
急
イ
ベ
ン
ト
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
発
案
者
の
う
え
や
ま
を
は

じ
め
、
北
九
州
ゆ
か
り
作
家
の
文
月

今
日
子
や
、
大
分
県
ゆ
か
り
作
家
の

け
ら
え
い
こ
な
ど
の
人
気
漫
画
家
12

名
が
駆
け
付
け
、
大
盛
況
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
は

取
り
組
み
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

お
客
さ
ま
に
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
総
額
８
万
５
１
８
７
円
の
寄
付

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

も
、
被
災
地
を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
熊
本
と
大
分
ゆ
か
り
作
家

の
作
品
や
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

描
か
れ
た
作
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

募
金
箱
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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埋蔵財
化
文

hiroba 田   村   和   裕

遺跡からのメッセージ
（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

Kazuhiro Tamura

　
下
貫
遺
跡
は
小
倉
南
区
下
貫
４
丁

目
付
近
に
所
在
し
、
貫
川
の
中
流
域

右
岸
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
昨
年
に

実
施
し
た
第
３
次
調
査
で
は
、
古
墳

時
代
の
「
水
辺
の
マ
ツ
リ
」
跡
と
考

え
ら
れ
る
溝
（
自
然
流
路
）
を
検
出

し
ま
し
た
。

　
３
号
溝
と
し
た
こ
の
溝
か
ら
は
、

コ
ン
テ
ナ
１
３
０
箱
分
の
量
の
遺
物

（
土
器
や
石
器
）
が
出
土
し
ま
し
た
。

調
査
区
全
体
の
遺
物
出
土
量
が
１
８

０
箱
な
の
で
、
実
に
そ
の
約
72
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
ま
す
。

　
遺
物
の
種
類
は
弥
生
土
器
、
古
墳

時
代
の
古
式
土
師
器
、
須
恵
器
な
ど

で
、
こ
れ
ら
の
時
期
は
弥
生
時
代
前

期
末
か
ら
古
墳
時
代
終
末
期
（
紀
元

前
３
世
紀
〜
７
世
紀
）
に
当
た
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
弥
生
時
代
後
期
終

末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
（
布
留
式

併
行
期
）
に
か
け
て
の
土
器
の
比
率

が
高
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
時
期
的

に
は
３
世
紀
の
土
器
で
す
。
他
に
は

旧
石
器
の
サ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー
、

弥
生
時
代
の
石
鏃（
矢
尻
）、穂
摘
具

（
石
庖
丁
）
、
石
器
を
作
る
と
き
に

使
う
敲
石
や
砥
石
な
ど
の
石
器
も
出

土
し
ま
し
た
。

　
土
器
の
種
類
と
し
て
は
壺
と
高
坏

が
多
く
、
そ
れ
ら
に
比
べ
て
甕
な
ど

は
少
な
い
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

中
に
は
丹
塗
り
土
器
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア

土
器
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
十
数
点
を
除
き
基
本
的
に

ど
の
土
器
も
破
片
ば
か
り
の
状
態
で

出
土
し
ま
し
た
が
、
特
に
高
坏
に
つ

い
て
は
大
半
が
脚
部
の
み
残
っ
て
い

る
状
態
で
し
た
。
お
そ
ら
く
、
わ
ざ

と
坏
部
と
裾
部
を
打
ち
割
っ
て
か
ら

捨
て
た
の
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
こ
れ
ら

の
土
器
群
は
「
水
辺
の
マ
ツ
リ
」
で

用
い
ら
れ
た
道
具
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
考
古
学
で
は
、
ど
の
よ
う
な
マ
ツ

リ
が
行
わ
れ
た
か
、
そ
の
具
体
的
内

容
ま
で
追
究
す
る
の
は
難
し
い
の
で

す
が
、
私
が
想
像
す
る
に
次
の
三
つ

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
お
そ
ら
く
水
に
関
係
す
る
祭
祀

が
行
わ
れ
た
と
思
う
の
で
、
①
大
雨

や
洪
水
被
害
が
鎮
ま
る
よ
う
に
と
い

う
祈
り
、
そ
の
逆
で
②
日
照
り
が
続

い
た
こ
と
に
よ
る
雨
乞
い
の
儀
式
、

は
た
ま
た
③
川
魚
の
豊
漁
の
祈
願
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど

う
い
う
マ
ツ
リ
が
行
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
か
。

　
現
在
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

は
下
貫
遺
跡
の
出
土
遺
物
を
速
報
展

示
中
で
す
。
８
月
21
日
ま
で
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
9
月
号
で
す
】

古
墳
時
代
の
水
辺
の
マ
ツ
リ

　
　―

下
貫
遺
跡
第
３
次
調
査―

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・ 北九州市立埋蔵文化財センター（小倉北区金田1の1の3　093（582）0941）
　北九州市を掘る（83）　埋蔵文化財速報展『古墳時代の溝から土器がザクザク！̶ 下貫遺跡第3次調査̶』
【開催期間】8月21日(日)まで
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

※毎週月曜日（休日の場合はその翌日）、年末年始は休館
【入館料】無料

・黒崎歴史ふれあい館（八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ１F）
常設展開催中
常設展『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』

『シュガーロード・発掘物語』
【開館時間】午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）※年中無休
【入館料】無料

調査区東半部の作業風景（写真右手前が３号溝）

３号溝遺物出土状況

速報展示の様子

調査区全景：写真上が北（合成写真）

し
も
ぬ
き

せ
き
ぞ
く

み
ず 

べ

か
め

に

　ぬ

き
ゃ
く

す
そ

つ
き

さ
い 

し

ほ
つ
み
ぐ

た
た
き
い
し

い
し
ぼ
う
ち
ょ
う

た
か
つ
き

こ
し
き
は
じ
き

す

え

きふ
る
し
き

へ
い
こ
う
き

※

　ベ
ン
ガ
ラ
な
ど
の
赤
色
顔
料
を
塗
っ
た
土
器
で
、

　
　主
に
マ
ツ
リ
に
使
用
さ
れ
る
土
器
。
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〈
開
催
報
告
〉

う
え
や
ま
と
ち
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
似
顔
絵

【
開
催
日
】
５
月
８
日
（
日
）

【
主
催
】

日
本
漫
画
家
協
会
九
州
支
部

北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

【
協
力
】
あ
る
あ
る
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ

【
参
加
者
】
80
名

【
寄
付
金
】
８
万
５
１
８
７
円

【
出
演
】
井
上
信
宏
、
う
え
や
ま
と
ち
、

春
日
光
広
、
け
ら
え
い
こ
、
鈴
見
敦
、

高
木
峰
代
、
名
島
啓
二
、
畑
た
い
む
、

文
月
今
日
子
、
松
原
香
津
美
、
松
本
泰

光
、
森
下
雄
太 

﹇
五
十
音
順
・
敬
称
略
﹈

漫画と震災
～漫画家だから、できること～

漫画
hiroba

文月今日子の美麗な似顔絵

Information
【開館時間】
午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
夏休み期間：7月21日（木）～8月31日（水）
午前11時～午後8時（入館は午後7時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（夏休み期間は無休)
【常設展入館料】
一般400円（320円)　中高生200円（160円)
小学生100円（80円)　小学生未満無料
※（　　)は団体料金
※こども文化パスポート適用あり
【お問合せ】
北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

うえやまとち作「クマモンパパ」

田　中　千　尋 
北九州市漫画ミュージアム　図書担当
漫画と北九州

Chihiro Tanaka

似顔絵を描くうえやまとち(右)と漫画ミュージアム館長(左)
　
未
曽
有
の
災
害
に
直
面
し
た
と
き
、

皆
さ
ん
「
自
分
の
で
き
る
こ
と
」
を

必
死
で
考
え
る
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、

漫
画
に
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　
東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
被
災
地

で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
回
し
読
ま

れ
た
１
冊
の『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』。

世
の
中
が
自
粛
を
叫
ぶ
中
、
何
ら
か

の
救
い
や
助
け
合
い
が
そ
こ
に
は
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
す
。
熊
本
地
震
の
際
は
、

漫
画
家
の
森
川
ジ
ョ
ー
ジ
な
ど
が
き

っ
か
け
で
被
災
地
を
励
ま
そ
う
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
が
く
ま

モ
ン
を
描
く「
く
ま
モ
ン
頑
張
れ
絵
」

が
次
々
と
投
稿
さ
れ
た
り
、
熊
本
で

活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
「
熊

本
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、
被
災
者
の
心
の
慰
め
と

な
る
よ
う
に
益
城
町
の
避
難
所
に
漫

画
文
庫
を
設
置
し
た
活
動
も
聞
こ
え

て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
で
、
漫
画
家
の
方
々
が

さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
と
戦
い
な
が
ら
漫

画
を
描
き
続
け
て
い
る
姿
が
東
日
本

大
震
災
後
の
作
品
や
手
記
を
通
し
て

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
中
で
よ
く

見
ら
れ
た
の
は
、
「
こ
ん
な
と
き
に

漫
画
を
描
い
て
い
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
」
「
も
っ
と
他
に
で
き
る
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
葛
藤
で
し
た
。
ど
う
し
て
も
「
娯

楽
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
漫
画
で
す
。

生
き
る
と
い
う
こ
と
に
直
結
し
な
い

も
の
を
続
け
る
こ
と
に
戸
惑
う
気
持

ち
は
あ
る
意
味
共
感
で
き
る
も
の
で

す
。
た
だ
、
い
ろ
い
ろ
な
葛
藤
を
経

て
「
漫
画
家
は
描
く
し
か
な
い
」
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
方
も
少
な
か
ら

ず
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
去
る
５
月
８
日
に
漫
画
家
う
え
や

ま
と
ち
の
呼
び
か
け
の
も
と
に
、
日

本
漫
画
家
協
会
九
州
支
部
と
北
九
州

市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
共
催
で
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
内
容
は
、
九

州
に
ゆ
か
り
の
あ
る
漫
画
家
た
ち
有

志
が
お
客
さ
ま
の
似
顔
絵
を
描
き
、

そ
の
売
り
上
げ
は
中
央
共
同
募
金
会

を
通
じ
て
全
額
被
災
地
に
寄
付
す
る

と
い
う
も
の
。
４
月
の
終
わ
り
に
突

然
作
家
サ
イ
ド
か
ら
当
館
に
ご
提
案

い
た
だ
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。「
漫

画
家
に
で
き
る
こ
と
」を
ず
っ
と
考
え

て
い
た
結
果
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
当
日
は
緊
急
イ
ベ
ン
ト
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
発
案
者
の
う
え
や
ま
を
は

じ
め
、
北
九
州
ゆ
か
り
作
家
の
文
月

今
日
子
や
、
大
分
県
ゆ
か
り
作
家
の

け
ら
え
い
こ
な
ど
の
人
気
漫
画
家
12

名
が
駆
け
付
け
、
大
盛
況
の
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
は

取
り
組
み
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る

お
客
さ
ま
に
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
総
額
８
万
５
１
８
７
円
の
寄
付

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

も
、
被
災
地
を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
熊
本
と
大
分
ゆ
か
り
作
家

の
作
品
や
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

描
か
れ
た
作
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

募
金
箱
も
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
息
の
長
い
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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【開催期間】7月23日（土）～9月19日（月・祝）
【休館日】月曜日　9月19日（月・祝）は開館、翌日休館
【観覧料】大人500円　中高生200円　小学生100円
※こども文化パスポート適用あり

【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】093(571)1505 

Information

　
こ
の
夏
、
文
学
館
は
絵
本
作
家
宮

西
達
也
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
す
る
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
宮
西
さ
ん
は『
お
ま
え
う
ま
そ
う

だ
な
』
な
ど
の
「
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル

ス
シ
リ
ー
ズ
」
、
「
お
と
う
さ
ん
は

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
、
小
学

校
の
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た

『
に
ゃ
ー
ご
』
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
絵
本
を
描
か
れ
て
い
ま

す
。
優
し
さ
、
思
い
や
り
、
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
た
作
品
は
、
家
族
み
ん

な
で
楽
し
め
ま
す
。
今
回
は
、
代
表

的
な
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
宮
西
さ
ん

の
作
品
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ

 

恐
竜
が
主
人
公
の
「
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
家
族
、
友

達
の
大
切
さ
や
「
愛
」
の
在
り
方
を

問
い
か
け
る
物
語
。
現
在
第
13
作
ま

で
刊
行
さ
れ
て
い
る
大
人
気
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
第
１
作『
お
ま
え
う
ま
そ

う
だ
な
』
は
、
肉
食
恐
竜
の
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
が
草
食
恐
竜
の
ア
ン
キ

ロ
サ
ウ
ル
ス
の
赤
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
、

優
し
さ
と
愛
を
知
る
物
語
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
は
、
「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ

な
」
と
舌
な
め
ず
り
。
と
こ
ろ
が
赤

ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
名
前
が
「
ウ
マ

ソ
ウ
」
で
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の

こ
と
を
お
父
さ
ん
だ
と
思
い
込
み
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
純
粋
な
気
持
ち
に

本
当
の
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
、
つ
い

つ
い
面
倒
を
見
て
し
ま
う
心
優
し
い

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
ま
す
。
や
が
て
二
匹
に
は

別
れ
の
時
が…

…

。
ど
ん
な
結
末
が

待
っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
絵
本
を
読

ん
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ

　
「
お
父
さ
ん
は
子
ど
も
に
と
っ
て

の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
宮
西
さ
ん
の
思
い
と
、
ご
自

身
の
子
育
て
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
シ

リ
ー
ズ
。
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
お
父

さ
ん
だ
っ
た
ら
？
」
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
設
定
で
、
外
で
は
「
正
義
の
味

方
」
と
し
て
怪
獣
と
戦
い
、
家
で
は

子
育
て
に
奮
闘
す
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

の
日
々
が
描
か
れ
ま
す
。
悩
み
、
つ

ま
ず
き
な
が
ら
も
強
く
生
き
る
子
煩

悩
な
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
パ
パ
に
、
大
人

が
励
ま
さ
れ
る
絵
本
で
す
。
ま
た
、

赤
・
青
・
黄
を
ベ
ー
ス
と
し
た
カ
ラ

フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
の
色
彩
は
、
「
お

父
さ
ん
も
泣
き
た
い
と
き
が
あ
る
と

い
う
内
面
に
秘
め
た
気
持
ち
」
を
、

宮
西
さ
ん
が
色
で
表
現
し
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
合
わ
せ

て
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
な
か

な
か
家
族
に
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な

い
お
父
さ
ん
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

　―
―

「
変
だ
」
と
言
う
と
少
し
嫌

な
感
じ
、
で
も
「
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
」

と
言
う
と
、
ど
こ
か
憎
め
な
い
し
、

わ
く
わ
く
感
が
あ
る―

―

と
宮
西
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
宮
西
作
品
に

は
た
く
さ
ん
の
「
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
」

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
ま
す
。

意
地
悪
な
の
に
気
が
弱
く
優
し
い
ネ

コ
（
『
に
ゃ
ー
ご
』
）
、
悪
役
な
の

に
ま
ぬ
け
で
憎
め
な
い
オ
オ
カ
ミ
と

ち
ゃ
っ
か
り
者
の
ブ
タ
（
『
ぶ
た
く

ん
と
１
０
０
ぴ
き
の
お
お
か
み
』

他
）
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
侍
（
『
か
ぶ

と
三
十
郎
』
、
『
か
ぶ
と
四
十
郎
』

他
）
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
カ
エ
ル

（
『
カ
エ
ル
く
ん
の
み
ず
た
ま
り
』

他
）
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
魅
力
の
一
つ
。

展
示
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
誕
生
の
秘
密
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
宮
西
さ
ん
の

作
品
世
界
の
「
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
」
で

愉
快
な
仲
間
た
ち
に
ぜ
ひ
会
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
で
は
、
作
品
原
画
や
ラ
フ
ス

ケ
ッ
チ
の
展
示
の
ほ
か
、
テ
ィ
ラ
ノ

サ
ウ
ル
ス
の
大
型
オ
ブ
ジ
ェ
、
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
の
人
気
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
配
置
し
た
ド
ー
ム
型

ジ
オ
ラ
マ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
大
型

立
体
パ
ネ
ル
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
、
宮
西
さ
ん

が
来
場
し
、
読
み
き
か
せ
や
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
！

詳
し
く
は
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.kitakyushucity-bungakukan.jp

）
、

ま
た
は
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

『おまえ うまそうだな』 ©宮西達也

文芸
hiroba 小　野　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono
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　第
22
回
特
別
企
画
展

宮
西
達
也
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展

　
　

ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
な
絵
本
の
仲
間
た
ち

参
考

　図
録『
宮
西
達
也
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
展

　

　
　
　ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
な
絵
本
の
仲
間
た
ち
』

　
　
　（朝
日
新
聞
社
）

『おとうさんはウルトラマン』
©宮西達也　©円谷プロ

宮西達也ワンダーランド展　
ヘンテコリンな絵本の仲間たち

『にゃーご』 ©宮西達也
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美
術
館
で
行
っ
て
い
る
「
教
育
普

及
活
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
美
術

館
で
は
展
覧
会
で
作
品
を
紹
介
す
る

だ
け
で
な
く
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
講

演
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
教

育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
以
降
は

子
ど
も
た
ち
の
創
造
活
動
の
充
実
や

美
術
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
市
内
の
全
小
中
学
校

に
参
加
者
を
募
り
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す

る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
美
術
館
本
館（
戸
畑
区
）
、

分
館
（
小
倉
北
区
）
の
２
施
設
で
創

作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
館
内
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
、
本
館
周
辺
の
美
術

の
森
を
探
検
す
る
活
動
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
本
館
が
15
年
９
月
か

ら
大
規
模
修
繕
工
事
の
た
め
休
館
に

入
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
度
か
ら

は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
取
り
組

み
、
分
館
と
そ
の
周
辺
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
屋
外
で
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

今
年
度
も
館
外
で
の
活
動
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
会
場
で
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

展
覧
会
を
よ
り
深
く
楽
し
む

　
美
術
館
分
館
で
展
示
す
る
作
品
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

各
展
覧
会
に
併
せ
て
鑑
賞
体
験
を
広

げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
９
月
は
フ
ラ
ン
ス
で
刊
行

さ
れ
世
界
中
で
愛
さ
れ
て
い
る
絵
本

の
原
画
展「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
展
」

に
関
連
し
、
主
人
公
リ
サ
と
ガ
ス
パ

ー
ル
の
住
む
、
パ
リ
の
地
図
や
解
説

カ
ー
ド
を
も
と
に
展
覧
会
場
を
探
検

す
る
「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
絵
本

で
巡
る
パ
リ
の
旅
」
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
10
月
は
九
州
の
古
陶
磁
器
を

一
堂
に
展
示
す
る
「
田
中
丸
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
を
鑑
賞
後
、
小
倉
城
庭
園

で
お
煎
茶
の
作
法
で
お
茶
と
お
菓
子

を
い
た
だ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

い
ま
す
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に

　
美
術
館
で
は
作
品
を
鑑
賞
す
る
だ

け
で
な
く
、
市
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

本
人
を
つ
な
ぎ
、
美
術
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
回
、
講
師
と
し
て
お
招
き

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、
日
常
の
中

で
出
合
っ
た
植
物
や
土
か
ら
得
た
天

然
染
料
や
顔
料
を
使
い
、
作
品
制
作

を
す
る
榎
本
寿
紀
さ
ん
。
現
在
は
大

分
県
立
美
術
館
の
教
育
普
及
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
素
材
や
身
体
性

に
基
づ
く
体
験
と
、
そ
こ
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
鑑
賞
と
を
結
び
つ
け
る
ユ

ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
精
力
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
北
九
州
で
は
、

黒
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
示
室
を

会
場
に
身
体
感
覚
を
遊
び
な
が
ら
活

性
化
さ
せ
る
「
美
術
体
験
・
か
ら
だ

が
喜
ぶ
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
！
」
を

行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
年
度
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

活
動
と
し
て
、
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

中
島
佑
太
さ
ん
を
講
師
に
、
連
続
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

群
馬
県
在
住
の
中
島
さ
ん
は
「
一
人

で
や
ら
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
な
活
動
手
法
と

し
て
い
る
作
家
で
す
。
こ
れ
ま
で
全

国
各
地
で
地
域
の
人
た
ち
と
協
働
し

た
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け

て
い
ま
す
。
北
九
州
市
立
美
術
館
の

教
育
普
及
活
動
の
ほ
と
ん
ど
は
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
大
人
の

方
も
参
加
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
企

画
段
階
か
ら
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ

て
い
く
メ
ン
バ
ー
も
募
集
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
一
つ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
り
な
が
ら
、
社

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
も

考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

北
九
州
市
立
美
術
館

　教
育
普
及
事
業

　
　〜
夏
か
ら
始
ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜

Information
もうひとつの輝き　最後の印象派　
1900-20’s Paris

【会場】北九州市立美術館 分館(リバーウォーク北九州5F)
【会期】6月4日(土)～ 7月18日(月・祝)※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時(入館は午後5時30分まで)
【観覧料】一般1000(800)円　高大生700(500)円　
小中生500(400)円
※(　)内は前売りおよび20名以上の団体料金
※こども文化パスポート適用あり
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は２割減免

【お問合せ】093(562)3215

昨年のワークショップ風景「相島でわくわく猫めぐり」

榎本寿紀さんワークショップ風景

中島佑太さんワークショップ風景

美術
hiroba 長  峰 　真  奈  美

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

Manami Nagamine
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【開催期間】7月23日（土）～9月19日（月・祝）
【休館日】月曜日　9月19日（月・祝）は開館、翌日休館
【観覧料】大人500円　中高生200円　小学生100円
※こども文化パスポート適用あり

【開館時間】午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】093(571)1505 

Information

　
こ
の
夏
、
文
学
館
は
絵
本
作
家
宮

西
達
也
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
す
る
展

覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
宮
西
さ
ん
は『
お
ま
え
う
ま
そ
う

だ
な
』
な
ど
の
「
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル

ス
シ
リ
ー
ズ
」
、
「
お
と
う
さ
ん
は

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
」
、
小
学

校
の
国
語
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た

『
に
ゃ
ー
ご
』
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

に
大
人
気
の
絵
本
を
描
か
れ
て
い
ま

す
。
優
し
さ
、
思
い
や
り
、
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
た
作
品
は
、
家
族
み
ん

な
で
楽
し
め
ま
す
。
今
回
は
、
代
表

的
な
シ
リ
ー
ズ
を
中
心
に
宮
西
さ
ん

の
作
品
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ

 

恐
竜
が
主
人
公
の
「
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
家
族
、
友

達
の
大
切
さ
や
「
愛
」
の
在
り
方
を

問
い
か
け
る
物
語
。
現
在
第
13
作
ま

で
刊
行
さ
れ
て
い
る
大
人
気
シ
リ
ー

ズ
で
す
。
第
１
作『
お
ま
え
う
ま
そ

う
だ
な
』
は
、
肉
食
恐
竜
の
テ
ィ
ラ

ノ
サ
ウ
ル
ス
が
草
食
恐
竜
の
ア
ン
キ

ロ
サ
ウ
ル
ス
の
赤
ち
ゃ
ん
と
出
会
い
、

優
し
さ
と
愛
を
知
る
物
語
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
を
見
つ
け
た
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
は
、
「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ

な
」
と
舌
な
め
ず
り
。
と
こ
ろ
が
赤

ち
ゃ
ん
は
、
自
分
の
名
前
が
「
ウ
マ

ソ
ウ
」
で
、
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の

こ
と
を
お
父
さ
ん
だ
と
思
い
込
み
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
純
粋
な
気
持
ち
に

本
当
の
こ
と
を
言
い
出
せ
ず
、
つ
い

つ
い
面
倒
を
見
て
し
ま
う
心
優
し
い

テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
が
ユ
ー
モ
ラ
ス

に
描
か
れ
ま
す
。
や
が
て
二
匹
に
は

別
れ
の
時
が…

…

。
ど
ん
な
結
末
が

待
っ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
絵
本
を
読

ん
で
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ

　
「
お
父
さ
ん
は
子
ど
も
に
と
っ
て

の
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
！
」

と
い
う
宮
西
さ
ん
の
思
い
と
、
ご
自

身
の
子
育
て
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
シ

リ
ー
ズ
。
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
が
お
父

さ
ん
だ
っ
た
ら
？
」
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
設
定
で
、
外
で
は
「
正
義
の
味

方
」
と
し
て
怪
獣
と
戦
い
、
家
で
は

子
育
て
に
奮
闘
す
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

の
日
々
が
描
か
れ
ま
す
。
悩
み
、
つ

ま
ず
き
な
が
ら
も
強
く
生
き
る
子
煩

悩
な
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
パ
パ
に
、
大
人

が
励
ま
さ
れ
る
絵
本
で
す
。
ま
た
、

赤
・
青
・
黄
を
ベ
ー
ス
と
し
た
カ
ラ

フ
ル
な
イ
ラ
ス
ト
の
色
彩
は
、
「
お

父
さ
ん
も
泣
き
た
い
と
き
が
あ
る
と

い
う
内
面
に
秘
め
た
気
持
ち
」
を
、

宮
西
さ
ん
が
色
で
表
現
し
た
も
の
だ

そ
う
で
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
と
合
わ
せ

て
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
な
か

な
か
家
族
に
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
な

い
お
父
さ
ん
は
、
子
ど
も
と
一
緒
に

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち

　―
―

「
変
だ
」
と
言
う
と
少
し
嫌

な
感
じ
、
で
も
「
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
」

と
言
う
と
、
ど
こ
か
憎
め
な
い
し
、

わ
く
わ
く
感
が
あ
る―

―

と
宮
西
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
宮
西
作
品
に

は
た
く
さ
ん
の
「
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
」

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
し
ま
す
。

意
地
悪
な
の
に
気
が
弱
く
優
し
い
ネ

コ
（
『
に
ゃ
ー
ご
』
）
、
悪
役
な
の

に
ま
ぬ
け
で
憎
め
な
い
オ
オ
カ
ミ
と

ち
ゃ
っ
か
り
者
の
ブ
タ
（
『
ぶ
た
く

ん
と
１
０
０
ぴ
き
の
お
お
か
み
』

他
）
、
カ
ブ
ト
ム
シ
の
侍
（
『
か
ぶ

と
三
十
郎
』
、
『
か
ぶ
と
四
十
郎
』

他
）
、
マ
イ
ペ
ー
ス
な
カ
エ
ル

（
『
カ
エ
ル
く
ん
の
み
ず
た
ま
り
』

他
）
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

動
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
魅
力
の
一
つ
。

展
示
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
誕
生
の
秘
密
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

と
も
に
紹
介
し
ま
す
。
宮
西
さ
ん
の

作
品
世
界
の
「
ヘ
ン
テ
コ
リ
ン
」
で

愉
快
な
仲
間
た
ち
に
ぜ
ひ
会
い
に
来

て
く
だ
さ
い
。

　
会
場
で
は
、
作
品
原
画
や
ラ
フ
ス

ケ
ッ
チ
の
展
示
の
ほ
か
、
テ
ィ
ラ
ノ

サ
ウ
ル
ス
の
大
型
オ
ブ
ジ
ェ
、
テ
ィ

ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
シ
リ
ー
ズ
の
人
気
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
を
配
置
し
た
ド
ー
ム
型

ジ
オ
ラ
マ
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
の
大
型

立
体
パ
ネ
ル
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
、
宮
西
さ
ん

が
来
場
し
、
読
み
き
か
せ
や
ラ
イ
ブ

ペ
イ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
！

詳
し
く
は
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（www.kitakyushucity-bungakukan.jp

）
、

ま
た
は
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

『おまえ うまそうだな』 ©宮西達也

文芸
hiroba 小　野　　恵

北九州市立文学館　学芸員
Megumi Ono

ようこそ文学館へ

北
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州
市
立
文
学
館
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絵
本
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仲
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ち
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仲
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）

『おとうさんはウルトラマン』
©宮西達也　©円谷プロ

宮西達也ワンダーランド展　
ヘンテコリンな絵本の仲間たち

『にゃーご』 ©宮西達也
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
７
月
16
日
（
土
）
か
ら
９
月
４

日
（
日
）
ま
で
、
漫
画
の
み
な
ら
ず

ア
ニ
メ
放
映
で
も
親
し
ま
れ
て
き
た
、

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』
の
作
者
、

さ
く
ら
も
も
こ
の
世
界
を
ご
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
さ
く
ら

も
も
こ
は
１
９
６
５
年
に
静
岡
県
で

生
ま
れ
、
84
年
に
『
教
え
て
や
る
ん

だ
あ
り
が
た
く
思
え
！
』
（
集
英
社

『
り
ぼ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
冬
の
号
』
）

で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
漫
画
だ
け

で
な
く
、『
も
も
の
か
ん
づ
め
』
『
さ

る
の
こ
し
か
け
』
な
ど
多
数
の
エ
ッ

セ
イ
も
発
表
。
脚
本
、
作
詞
を
手
掛

け
る
な
ど
多
彩
に
活
躍
し
て
き
た
作

家
で
も
あ
り
ま
す
。

　
代
表
作
『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』

は
静
岡
に
住
む
小
学
校
３
年
生
の

「
ま
る
ち
ゃ
ん
」
か
ら
見
た
日
常
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
描
い
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
漫
画
で
す
。
ア
ニ
メ
放
映
が

90
年
か
ら
始
ま
り
、
さ
く
ら
自
身
が

作
詞
し
た
初
代
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー

マ
曲
『
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
』
は

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
（
ポ
ッ
プ
ス
・

ロ
ッ
ク
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
学
校
生
活
や

楽
し
い
年
中
行
事
、
い
や
い
や
な
が

ら
夏
休
み
の
宿
題
を
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
、
家
族
と
の
い
ろ
い
ろ
な
や
り

と
り
が
楽
し
い
の
で
す
が
、
時
に
郷

愁
を
込
め
て
振
り
返
る
、
大
人
に
な

っ
た
作
者
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
交
じ

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
し
た
。
も
と

も
と
は
少
女
漫
画
誌
『
り
ぼ
ん
』
で

86
年
か
ら
連
載
さ
れ
、
後
に
は
４
コ

マ
と
し
て
新
聞
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
『
ち
び
ま
る

子
ち
ゃ
ん
』
の
カ
ラ
ー
原
画
、
幻
想

的
な
『C

O
JI -C

O
JI

』
、
「
ま
る

ち
ゃ
ん
」
の
同
窓
生
・
永
沢
君
や
藤

木
君
の
イ
ラ
ス
ト
、
さ
く
ら
が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
愛
情
を
込
め
て
作
っ
た

立
体
作
品
や
、
音
楽
関
係
の
仕
事
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
交
流
も
ご

紹
介
し
ま
す
。
会
期
中
は
か
わ
い
く

記
念
撮
影
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
く
子
ど
も
だ

っ
た
こ
ろ
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
目
線
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
さ
く
ら
も
も
こ

の
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
30
周
年
を
迎
え

た
活
動
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

さくらももこの世界展
柴　田　沙　良学芸員 Sara Shibata

©MOMOKO SAKURA　©SAKURAPRODUCTION 「ちびまる子ちゃん」その56「まる子 お茶の味にうるさい」
の巻扉絵（1991年）

「ももこの絵ものがたり館 COJI-COJI」表紙（1999年）

さくらももこのキャラクターたち

さくらが彩色したこけし

デビュー30周年記念 さくらももこの世界展
Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム5F企画展示室
【開催期間】7月16日(土)～9月4日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
夏休み期間：7月21日（木）～8月31日（水）
午前11時～午後8時（入館は午後7時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（夏休み期間は無休）
【入館料】一般800円　中高生400円　小学生以下無料
【常設展とのセット券】一般1000円　中高生500円
※特別展のためこども文化パスポート対象外　
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

3 CulCul  2016.July

演劇
hiroba おおつか えみこ

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

Emiko Otsuka

演出家という仕事

　
２
０
１
６
年
５
月
12
日
、
演
出
家

の
蜷
川
幸
雄
が
亡
く
な
っ
た
。
視
覚

に
訴
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
出
が

海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
、
「
世
界

の
ニ
ナ
ガ
ワ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
寺
山
修
二
や
、
唐
十
郎
な

ど
と
同
じ
く
、
１
９
６
０
年
代
に
日

本
の
演
劇
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
た

と
い
わ
れ
る
「
小
劇
場
演
劇
」
の
第

一
世
代
で
あ
り
、
商
業
演
劇
を
多
く

手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

次
々
と
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

て
い
た
。

　
北
九
州
で
も
、
そ
の
作
品
は
多
く

上
演
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
「
彩
の
国

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
シ
リ
ー
ズ
」
と

し
て
良
質
の
舞
台
を
届
け
て
く
れ
て

い
る
ほ
か
、
今
年
も
北
九
州
芸
術
劇

場
で
、
４
月
に
『
蜷
の
綿-N

ina's 
C

otton-

』
が
上
演
予
定
だ
っ
た
。

　『
蜷
の
綿
』
は
、
岸
田
國
士
戯
曲

賞
を
受
賞
し
た
新
進
気
鋭
の
劇
作
家
、

藤
田
貴
大
（
「
マ
ー
ム
と
ジ
プ
シ

ー
」
主
宰
）
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
の

作
品
。
蜷
川
幸
雄
本
人
の
人
生
を
藤

田
が
戯
曲
化
し
、
〝
蜷
川
幸
雄
演
出

版
〞
と
〝
藤
田
貴
大
演
出
版
〞
の
２

作
品
を
同
時
に
上
演
す
る
と
い
う
魅

力
的
な
企
画
。
し
か
し
、
16
年
１
月
、

蜷
川
の
体
調
不
良
に
よ
る
公
演
〝
延

期
〞
が
発
表
さ
れ
た
。
ツ
ア
ー
で
回

る
は
ず
だ
っ
た
各
劇
場
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
「
早
く
回
復
し
て
劇

場
に
戻
り
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
人
間
と
し

て
の
蜷
川
幸
雄
を
も
知
る
こ
と
が
で

き
た
だ
ろ
う
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

今
後
、
何
ら
か
の
形
で
上
演
が
実
現

す
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　
役
者
に
厳
し
い
怒
号
を
浴
び
せ
、

「
下
手
く
そ
！
」
と
灰
皿
を
投
げ
る
、

と
い
う
演
出
家
像
を
広
め
た
の
も
こ

の
人
だ
っ
た
。
か
く
言
う
私
も
若
い

こ
ろ
、
演
出
家
と
は
そ
ん
な
も
ん
だ

と
勘
違
い
し
て
筆
箱
を
投
げ
た
り
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
っ
た
く
恥

ず
か
し
い
黒
歴
史
だ
。

　
そ
ん
な
若
気
の
至
り
の
時
期
を
過

ぎ
、
長
い
こ
と
、
演
出
と
い
う
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
て
感
じ
る
の
は
、
演

出
家
は
実
は
作
品
創
り
に
関
わ
る
人

た
ち
の
中
で
は
実
に
孤
独
な
存
在
だ

と
い
う
こ
と
だ
。
演
出
家
同
士
で
話

を
す
る
と
、
そ
う
感
じ
て
い
る
人
が

案
外
多
い
こ
と
を
知
っ
て
少
し
う
れ

し
か
っ
た
経
験
が
あ
る
。
作
品
を
磨

き
上
げ
て
い
く
過
程
で
、
役
者
チ
ー

ム
に
も
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
チ

ー
ム
と
も
、
あ
る
程
度
距
離
を
置
か

ね
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
そ
ん
な
演
出
家
と
し
て
の
仕
事
に

新
た
に
足
を
踏
み
入
れ
た
人
が
い
る
。

５
月
に
上
演
さ
れ
た「
劇
団
青
春
座
」

の
第
２
２
７
回
公
演
『
若
戸
大
橋
物

語
』
（
５
月
21
日
・
22
日
／
北
九
州

芸
術
劇
場
中
劇
場
）
に
お
い
て
、
看

板
女
優
の
馬
淵
理
麻
が
初
演
出
に
挑

戦
し
た
の
だ
。
公
演
の
た
び
に
何
ら

か
の
新
し
い
試
み
を
し
続
け
る
こ
の

老
舗
劇
団
の
新
作
は
、
馬
淵
の
初
演

出
以
外
に
も
、
初
め
て
青
春
座
に
作

品
を
描
き
下
ろ
す
葉
月
け
め
こ
と
の

タ
ッ
グ
で
、
若
戸
大
橋
に
人
生
を
架

け
た
男
た
ち
の
物
語
を
女
性
演
劇
人

が
立
体
化
し
て
い
く
、
と
い
う
挑
戦

的
要
素
満
載
な
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、

北
九
州
出
身
の
歌
手
、
冨
永
裕
輔
に

主
題
歌
を
依
頼
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
の
芝
居

創
り
が
さ
す
が
に
う
ま
い
。

　
そ
う
い
っ
た
新
た
な
試
み
の
中
、

演
出
の
意
図
を
く
み
、
そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
、
劇
団

と
し
て
の
一
体
感
が
普
段
よ
り
、
よ

り
強
く
感
じ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

今
後
の
馬
淵
演
出
作
品
に
も
注
目
し

た
い
。

　
演
出
家
は
孤
独
だ
。
し
か
し
、
大

変
魅
力
的
な
仕
事
で
も
あ
る
。
蜷
川

幸
雄
の
訃
報
に
接
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
あ

げ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
多
く
か
ら
、

彼
に
対
す
る
愛
が
た
く
さ
ん
感
じ
ら

れ
た
。
そ
の
愛
情
と
な
れ
合
う
こ
と

な
く
作
品
を
研
い
だ
姿
勢
は
見
習
う

べ
き
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
一
演
出
家

と
し
て
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
自
分
も
、
背
筋
を

伸
ば
そ
う
と
思
う
。

「劇団青春座」 第227回公演
『若戸大橋物語』チラシ

『若戸大橋物語』練習風景
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で

は
、
７
月
16
日
（
土
）
か
ら
９
月
４

日
（
日
）
ま
で
、
漫
画
の
み
な
ら
ず

ア
ニ
メ
放
映
で
も
親
し
ま
れ
て
き
た
、

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』
の
作
者
、

さ
く
ら
も
も
こ
の
世
界
を
ご
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
さ
く
ら

も
も
こ
は
１
９
６
５
年
に
静
岡
県
で

生
ま
れ
、
84
年
に
『
教
え
て
や
る
ん

だ
あ
り
が
た
く
思
え
！
』
（
集
英
社

『
り
ぼ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
冬
の
号
』
）

で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
漫
画
だ
け

で
な
く
、『
も
も
の
か
ん
づ
め
』
『
さ

る
の
こ
し
か
け
』
な
ど
多
数
の
エ
ッ

セ
イ
も
発
表
。
脚
本
、
作
詞
を
手
掛

け
る
な
ど
多
彩
に
活
躍
し
て
き
た
作

家
で
も
あ
り
ま
す
。

　
代
表
作
『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』

は
静
岡
に
住
む
小
学
校
３
年
生
の

「
ま
る
ち
ゃ
ん
」
か
ら
見
た
日
常
を

お
も
し
ろ
お
か
し
く
描
い
て
大
ヒ
ッ

ト
し
た
漫
画
で
す
。
ア
ニ
メ
放
映
が

90
年
か
ら
始
ま
り
、
さ
く
ら
自
身
が

作
詞
し
た
初
代
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー

マ
曲
『
お
ど
る
ポ
ン
ポ
コ
リ
ン
』
は

日
本
レ
コ
ー
ド
大
賞
（
ポ
ッ
プ
ス
・

ロ
ッ
ク
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
目
か
ら
見
た
学
校
生
活
や

楽
し
い
年
中
行
事
、
い
や
い
や
な
が

ら
夏
休
み
の
宿
題
を
す
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
、
家
族
と
の
い
ろ
い
ろ
な
や
り

と
り
が
楽
し
い
の
で
す
が
、
時
に
郷

愁
を
込
め
て
振
り
返
る
、
大
人
に
な

っ
た
作
者
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
交
じ

る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
し
た
。
も
と

も
と
は
少
女
漫
画
誌
『
り
ぼ
ん
』
で

86
年
か
ら
連
載
さ
れ
、
後
に
は
４
コ

マ
と
し
て
新
聞
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
『
ち
び
ま
る

子
ち
ゃ
ん
』
の
カ
ラ
ー
原
画
、
幻
想

的
な
『C

O
JI -C

O
JI

』
、
「
ま
る

ち
ゃ
ん
」
の
同
窓
生
・
永
沢
君
や
藤

木
君
の
イ
ラ
ス
ト
、
さ
く
ら
が
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
愛
情
を
込
め
て
作
っ
た

立
体
作
品
や
、
音
楽
関
係
の
仕
事
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
と
の
交
流
も
ご

紹
介
し
ま
す
。
会
期
中
は
か
わ
い
く

記
念
撮
影
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
く
子
ど
も
だ

っ
た
こ
ろ
か
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
目
線
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
さ
く
ら
も
も
こ

の
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
30
周
年
を
迎
え

た
活
動
に
触
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

さくらももこの世界展
柴　田　沙　良学芸員 Sara Shibata

©MOMOKO SAKURA　©SAKURAPRODUCTION 「ちびまる子ちゃん」その56「まる子 お茶の味にうるさい」
の巻扉絵（1991年）

「ももこの絵ものがたり館 COJI-COJI」表紙（1999年）

さくらももこのキャラクターたち

さくらが彩色したこけし

デビュー30周年記念 さくらももこの世界展
Information

【会場】北九州市漫画ミュージアム5F企画展示室
【開催期間】7月16日(土)～9月4日(日)
【開館時間】午前11時～午後7時(入館は午後6時30分まで)
夏休み期間：7月21日（木）～8月31日（水）
午前11時～午後8時（入館は午後7時30分まで）
【休館日】毎週火曜日（夏休み期間は無休）
【入館料】一般800円　中高生400円　小学生以下無料
【常設展とのセット券】一般1000円　中高生500円
※特別展のためこども文化パスポート対象外　
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077
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北九州市漫画ミュージアム
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜ようこそ文学館へ
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture
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